
東京電力福島原発事故から3 年

原発事故は風化を余儀なくされ、被害者たちは
疲弊しています。原発の危機は続き、毎日2 億

4000 万 Bq の放射性物質を出しながら、4 号機の核燃
料取り出しは今年一杯続きます。高濃度汚染水の海洋
放出も止められません。14 万人もの人々が故郷を追
われ、家族と離れた子どもたちは全国各地に避難しま
した。放射能汚染と長期の低線量被曝が続く中、年
間被曝線量 20mSv 以下の地域への帰還促進など安
倍政権の原発事故対応はお粗末です。こうした状況
に対し私たちが主体的にならねば私たちの未来はあ
りません。被害の黙殺と弱者の切り捨てがまかり通る
この国の政治を、被害と向き合い人のいのちと幸せを
第一に考える政治に変えていきましょう。

大地動乱の時代を直視しよう

昨年 12月１日には、はるばる松山・堀之内公園
での 8000 人の集会とデモにお出でいただいた

皆さま、ありがとうございました。四国には 30 年以内
に70%の確率で南海トラフ地震がやって来くると言わ
れています。津波を被り、島の送電網が中央構造線活
断層による余震でズタズタにされる時、ブラックアウト
中の私たちの最大の慰めは、あの時伊方原発の再稼
働を許さなかったことだった…と後になって振り返る
ことが出来るようにしましょう、かならず。
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2011年3月の東電福島原発震災からまもなく3年を迎えます。原発事故は、広い地域を放射能で汚染し、事故が

無ければ救えた多くの命、人々の住まいや仕事を奪い、家

族や地域を分断しました。被災者は放射能汚染による被ばく

や見通しの立たない将来への不安を抱えた生活を余儀なく

され、事故の影響は全国に広がり、精神的にも経済的にも

取り返しのつかない被害を多くの市民に与えました。

　こうした甚大な被害を目の前にして、「脱原発」の声は高

まり、「再稼働反対」の声はあらゆる世論調査で多数を占め、

私たちは事故後3年を「原発稼働ゼロ」の状況で迎えていま

す。これは、脱原発を求めてきた多くの市民の取り組みの成

果であると同時に、被災した人々の苦難と犠牲の産物でもあ

ります。

　しかし、安倍政権は原発再稼働や海外輸出を目論み、電

力会社も原発メーカーも政府も未だに誰ひとりとして責任を

問われず、被害者たちに痛みを押しつけています。私たちは

これを決して容認できません。福島原発の深刻な状況は今も

続き、その対応や除染、賠償や補償のために莫大な税金・

資金が投入されています。事故収束や除染・復興資金には、

原発利権に群がって不当な利益を得てきた電力会社やメー

カーなどの資産がまず充てられなければなりません。そして、

政府は再稼働を断念し、脱原発の「エネルギー基本計画」

を策定するとともに、被害者が抱える深刻な状況の解決のた

め、あらゆる政策資源を投入しなければなりません。

　もはやこれ以上、問題の長期化や猶予は許されません。私

たちは、これまでの社会や経済のあり方を根本から問い直し、

持続可能で公正な社会をめざしながら、今後も国内外のさま

ざまなグループや市民と連携し、被害者への支援と救済、脱

原発とエネルギー政策の転換に引き続き全力で取り組むこと

を決意します。

2014年3月1日　緑の党グリーンズジャパン　運営委員会

● 自治体の脱被曝の取り組みをチェック!　
2014 年 1月27日　福島県内 59 市町村被曝低減調査実施。4月中に公表予定

● 原発メーカーの責任を追及 !
　2014 年 1月30日　原発メーカー訴訟 1 次提訴。3月11日　2 次訴訟提訴

● 議員になる!  議員を出す!
2014 年 4月　みどりの選挙 & 政治スクール、スタート（全国出張講座、ネット講座あり）

オープニングシンポジウム&レセプション 4/19、4/20 @YMCAアジア青少年センター

無責任な原発再稼働ではなく、
真摯な被害者救済とエネルギー政策の転換を

声明　 過酷な福島原発事故から3年　

緑の党、2014年上半期の重点施策 原発事故当事国の、原発事故当事者として

緑の党 グリーンズジャパン　
〒166-0002  東京都杉並区高円寺北 2-3-4 高円寺ビル601 
TEL 03-5364-9010　FAX 03-3223-0080　E-Mail greens@greens.gr.jp

原発ゼロ、フェアな社会へ 
一緒に緑の党をつくりませんか？

平日（10：00〜18：00）

　※緑の党は原発メーカー訴訟告訴団の呼びかけ団体のひとつです。

　　　 　緑の党では独自の政治・選挙・アクショ
ン情報や、みなさんに役立つ情報をメールマガジ
ンとして月2回発行しています。まずはメルマガでそ
の活動の一端に触れてみませんか ?　登録はホー
ムページの所定フォームまたは E-Mail からそうぞ。


